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東病棟カンファレンス記録
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＜患者様連絡事項＞

・木村　格治　様～家族の受け入れも整い、主治医の許可がおりた事から9月29日（土）10：00退院予定。明日カンファレンスにて退院療養検討会を行います。

　　　　　　　　　退院時処方は主治医が14日分処方したとの事で明日28日病棟へ上がってくる予定です。

・佐々木　尚子様～9月26日18時、急性硬膜下血腫の疑いあり、専門的加療必要な為、八戸市立市民病院へ救急搬送されています。諸検査の結果、異常は認められないとの事で本日16：30頃再入院となります。

・駒木　　学　様～頭痛訴えあり、解熱鎮痛剤処方となっています。

＜連絡事項＞

・栄養より～①食止め時の連絡は以下になります。

　　　　　　　　8：00　～　17：00　→　栄養ＰＨＳ070

　　　　　　　　夜間17：00～19：00　　日清内線273

　　　　　　　　朝　　5：00～8：00

　　　　　　※夜中の退院などは、朝のうちに電話するようにしてください。

②レストランの食器洗浄機に箸が入らない様、患者様の見守り・対応を行って下さい。故障の原因になります。

・本日、午後より環境整備をしていきましょう。特に大部屋が煩雑になっている為、徹底して行っていきましょう。

＜隔離室入室患者様検討＞

・宮本　建蔵様～現在20時～9時の時間隔離となっています。夜間の睡眠も確保でき、退室中は興奮、衝動行為等の問題行動なく経過しています。本人の妄想は続いており、器物破損等、注意が必要となります。些細な言動も、当日のリーダーへ報告を行って下さい。尚、作業療法・活動プログラムは長期欠席となっています。

＜注目患者様＞

・砂葉　良子様～スタッフへの過要求・指示的口調・暴言、他室侵入など迷惑行動続き、スタッフ介入にも自制すること出来ず、繰り返しています。主治医より隔離室入室も検討しているとの事。自制するよう本人へ働きかけ休む時間を作るよう声掛けしていきましょう。また、夜間の睡眠も不安定な為、休養が必要な事を伝え、休んでいただくようにしましょう。暴力行為・脱衣行為等が見られた場合はすぐに主治医へ連絡し、対応行っていきます。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞
・田嶋　弘樹様～今後も施設入所になり、他者のいる環境に慣れてもらう必要がある為、

9月28日（金）作業療法見学し、本人の様子を見ながら導入（Ａグループ）していく事となります。

・森越　義夫様～引き続き水分管理を行って下さい。浮腫・呼吸状態の観察を行い、異常時はラシックス(利尿剤)を使用していきますので主治医へ報告して下さい。カリウムが低値の為、アスパラＫ（無機質製剤）は継続していくとの事です食事の残食見られていますが、そのまま経過観察で良いとの事です。激しく残食が続く時は、主治医へ報告していきましょう。

・川村　つゑ様～本日、午前主治医へ水様便の訴えありましたが、経過観察行って下さい。続くようであれば報告し対応します。また、「目がしばしばする」と訴えていますが、点眼薬処方（眼科用抗炎症剤）となっています。1日3～4回施行してください。

・神代　達也様～作業療法に参加できているが、室内を歩かれたり、机にふしている事多く、集中して取り組めずにいる。参加できている事を評価し、継続して取り組まれる様、関わって行きましょう。また、西Ａユニットの候補として本人へ伝えていますが、難色を示し、東Bユニットでプログラムを継続していくこととなります。急な入院があった場合は、移動になる場合がある事を説明、了解されています。
・中村　治彦様～被害的な言動聞かれています。前の病院でもあった様ですが、減薬による物とも考えられます。服薬調整行っていきます。

・安達　貴浩様～作業療法の取り組みは良く、毎日課題を出していますが、終わらせる事ができ、意欲が見られ最後まで参加することが出来ています。今後の目標については「西病棟に行く事だ」と話していますが、具体的にはどうすればよいのか話せずにいますが、作業の取り組みが良いことを評価し、良い状態を維持できるよう声掛けしていきましょう。













